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 短報

岡山県玉野市の人工湿地における水生昆虫の生息状況

森宗悟史1・中村圭司1

Aquatic insects in an artificial wetland in Tamano City, Okayama Prefecture, Japan

Satoshi MORIMUNE1 & Keiji NAKAMURA1

Abstract: Aquatic insects in an artificial wetland were studied in Tamano City, Okayama Prefecture, 
Japan. Collection was made once every two weeks between May 2018 and January 2019. Larvae and 
nymphs of aquatic insects were collected using a server net. Adults were collected by hand net, light 
trap, and malaise trap. As a whole, 71 species in 7 orders, 27 families were identified. Among them, 9 
species are listed in the Japanese Red List of the Ministry of the Environment. Nannophya pygmaea 
(Odonata, Libellulidae) is listed in the Red List of Okayama Prefecture. Ceriagrion nipponicum 
(Odonnata, Coenagrionidae), which was once recorded in Okayama Prefecture in 2014, was also col-
lected. In addition, Haliplus ovalis (Coleoptera, Haliplidae) was found for the first time in southern 
part of Okayama Prefecture.
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I．はじめに

水生昆虫とは生活史の一部もしくは全体を水面ま

たは水中で生活する昆虫のことであり，河川生態系

において一次消費者としての役割を果たしているだ

けでなく，成虫が陸上生活を送ることで水中生態系

と陸上生態系を繋ぐ重要な役割を持つ．水田やため

池の止水域においても多くの水生昆虫を見ることが

できるが，近年では圃場整備や基盤整備による水田

地帯の環境の激変，農薬の流入などの水環境の悪化

のため，絶滅の危機に瀕する種も多い(森ら 2014)．

1996年４月に岡山県玉野市に開園した遊園地，

おもちゃ王国には，開発によって生息地を失う動植

物を保護している人工的な湿地(湿生植物園)が存在

する．ここには30種以上のトンボが生息すること

が，2007年頃の調査において確認されている(中村 

未発表)．一方，トンボ以外の水生昆虫相について

の本格的な調査はこれまで行われていない．そこ

で，今後の保全活動に役立てることを目的とし，現

在この湿地にどのような水生昆虫が生息しているの

かを調査した．

II．方法

おもちゃ王国(岡山県玉野市滝)にある湿生植物学

習センターの人工湿地で，水生昆虫相の調査を行っ

た．湿地を環境の違いから３地点に分けて調査を行

った(図１)．湿地の南側に位置し，水深が深くヒツ

ジグサやジュンサイ等の浮葉植物が多く生えるA地

点，水深が浅くニガナやイグサ等の湿生植生が優占

するB地点，水深が深くクログワイ等の抽水植物が

多いC地点を設定し，任意採集による調査とトラッ

プ採集による調査を2018年５月15日以降，２週間に

一度の間隔で実施し，泥中および水中の任意採集は

2019年１月24日まで，陸上での見つけ捕りは2018年

12月28日まで行った．

任意採集による調査では，各地点の底質を手持

ちサーバーネット(45cm×45cm，メッシュサイズ

0.67mm)を使って採取し，バットに移した．バッ

トを目視で確認し，泥の中などにいる水生昆虫を採

集した．水深の深いA地点とC地点での調査には，

手網(幅37cm×32cm，メッシュサイズ3.8mm)を用

いた．採集時間は１地点につき30分に設定し，水草

に止まっている水生昆虫や泳いでいる水生昆虫を目

視で確認して採集した．飛翔している水生昆虫の成

虫については，捕虫網(エーワン社製，口径42cm)

を使用して，見つけ捕りによる採集を湿生植物園全

体で１時間行った．

トラップを使用した定量調査として，ライトトラ

ップとマレーズトラップを行った．A地点とB地点

に設置したボックス型ライトトラップには，光源と

して９WのU型蛍光灯またはブラックライト(波長

365nm)を装着したランタン(キャプテンスタッグ社

製)を用いた．三脚に吊るしたランタンの下に容器
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を設置し，漏斗を通って容器に落ちた昆虫を採集し

た．2018年10月17日までの期間，ライトトラップを

一晩設置し翌朝回収する調査を行った．また，B地
点とC地点の斜面にマレーズトラップを継続的に設

置し，2018年11月29日まで２週間に一度，その中の

昆虫を回収した．ライトトラップとマレーズトラッ

プの回収容器には，食器用中性洗剤の水溶液を入れ

た．採集した水生昆虫は研究室に持ち帰り，実体顕

微鏡を用いて外部形態や交尾器の形状から同定作業

を行った．なお今回の調査では，外部形態での同定

が困難な種が多いハエ目昆虫は対象から除外した．

III．結果と考察

１．採集された水生昆虫の種数とレッドリスト

記載種

今回の調査では，全体として７目27科71種の水

生昆虫が確認された(表１)．その中には，環境省レ

ッドリスト(https://www.env.go.jp/press/files/jp/110615.
pdf，2019年３月４日閲覧)で，絶滅危惧II類(VU)に

指定されているナニワトンボ(Sympetrum gracile)と
マダラコガシラミズムシ(Haliplus sharpi)，準絶滅

危惧種(NT)に指定されているベニイトトンボ(Ce-
riagrion nipponicum)，フタスジサナエ(Trigomphus 
interruptus)，オグマサナエ(Trigomphus ogumai)，

コオイムシ(Appasus japonicus)，コマルケシゲンゴ

ロウ(Hydrovatus acuminatus)およびスジヒラタガム

シ(Helochares striatus)，情報不足(DD)のコガムシ

(Hydrochara affinis)の９種が含まれる．また，岡山

県レッドリストで留意種に指定されているハッチョ

ウトンボ(Nannophya pygmaea)も確認された(岡山県

生活環境部自然環境課 2010)．

２．地点，採集方法による違い

任意採集では，A，B，C地点の泥中および水中

において，それぞれ５目32種，３目８種，７目39種

が確認された．A地点では，カワゲラ目とカゲロウ

目が確認できず，特にトンボ目とカメムシ目の種数

が多かった．一方，コウチュウ目，トビケラ目およ

びチョウ目は少なかった．B地点では，トンボ目，

コウチュウ目，トビケラ目のみが確認された．トン

ボ目ではシオカラトンボ属の幼虫が最も多く見つか

り，コウチュウ目ではヒメシジミガムシ(Laccobius 
fragilis)が多く確認された．このような結果は，水

深が極端に浅い特殊な環境に適応できる種のみが生

存できたためであると考えられる．C地点では，今

回確認された７目全てが記録され，特にトンボ目と

コウチュウ目の種数が多かった．コウチュウ目が多

かった理由として，抽水植物が多く生えており，草

食性であるガムシの仲間が生息するのに都合の良い

環境であったためだと考えられる．

陸上の成虫を対象とした見つけ捕りによる採集

では，トンボ目26種が確認された．ハラビロトンボ

(Lyriothemis pachugastra)，ナニワトンボ(Sympetrum 
gracile)など水中で幼虫が採集されなかった種もあ

った．これらの種は湿地内でも数が少ないか，定着

していないものと考えられる．

ライトトラップでは，トンボ目とチョウ目を除く

５目13科21種が確認された．中でもコウチュウ目と

トビケラ目が多く採集されたが，その多くは水中で

の採集では幼虫を確認できなかった．

マレーズトラップによる採集では，オナシカワゲ

ラの仲間(Nemoura sp.)１種の確認にとどまった．今

回の調査では，水面から離れた場所にトラップを設

置せざるを得なかったことが，種数が少なくなった

原因であると考えられる．

２．目ごとの生息状況

カゲロウ目：フタバカゲロウ属の２種が確認され

た．成虫と幼虫をそれぞれ１匹ずつ確認するにとど

まったが，幼虫が採集されたことから，湿地内に定

着，繁殖していると考えられる．

トンボ目：今回確認された水生昆虫で最多の８科

34種が確認された．確認できた種で最も多かったの

が，アカネ属やシオカラトンボ属をはじめとするト

図１．おもちゃ王国湿生植物園内の見取り図と水生昆虫の採集
地点．
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ンボ科であった．続いて，おもちゃ王国湿生植物園

で，初めて岡山県下での生息が確認されたベニイト

トンボ(Ceriagrion nipponicum，小原ら 2014)が属す

るイトトンボ科が多く確認された．特に幼虫(ヤゴ)

に関しては，各地点の水中で多く採集されたが，地

点により生息する種の構成が大きく異なっていた．

カワゲラ目：オナシカワゲラ属の２種が確認さ

れた．マレーズトラップで採集された個体について

は，劣化がひどく，属までの同定とした．ライトト

ラップに飛来した個体は，交尾器などの特徴からオ

ナシカワゲラ(Nemoura fulva)と同定した．少数では

あるが湿地内で幼虫を確認できたことから，湿地内

に定着していると考えられる．

カメムシ目：５科８種が確認された．その中で，

まとまった個体数が確認できたのは，マツモムシ科

とコオイムシ科であった．特にマツモムシ(Notonecta 
triguttata)は，調査期間中の合計数が１地点あたり70

～100匹，コオイムシ(Appasus japonicus)では30～70

匹であった．アメンボ科の２種も水面を泳いでいる

のを何度も観察することができた．その一方で，ヒ

メミズカマキリ(Ranatra uniclor)は４匹が確認され

ただけであった．また，ミズムシ科は，ライトト

ラップに飛来した２種が確認されたのみであった．

コウチュウ目：５科17種が確認された．最も多く

確認されたのはガムシ科で９種が確認された．次い

で多く確認されたのはゲンゴロウ科で４種，続いて

コガシラミズムシ科を３種，コツブゲンゴロウ科と

ホタル科においては各１種が確認された．岡山県野

生生物目録によるとこれらのうち，ヒメコガシラミ

ズムシ(Haliplus ovalis)は岡山県南部での記録がなく

(岡山県生活環境部自然環境課 2009)，本調査による

記録が初記録となる．

チョウ目：マダラミズメイガ(Elophila interrupta-
lis)１種が確認された．幼虫は浮葉植物の葉で巣を

つくり，水面近くにいることが多かった．成虫も湿

地周辺を飛翔していたものと考えられるが，ライ

トトラップやマレーズトラップに飛来したチョウ目

は，鱗粉が完全に落ちているなど損傷が激しく同定

できなかった．

トビケラ目：６科７種が確認された．確認された

全ての種の成虫がライトトラップに飛来し，ホソバ

トビケラ(Molanna moesta)のみ水中で幼虫が採集さ

れた．採集されたほとんどの種が止水性または止水

域での確認例があるトビケラ類であった．幼虫が流

水域に生息するニンギョウトビケラ(Goera japonica)
の成虫も見つかったが，これは近くの小川などから

飛来してきたと考えられる．

４．今後の保全について

この湿地には，環境省レッドリストと岡山県レッ

ドデータブックに記載されている希少種を含め様々

な種が生息していることが明らかになった．その中

には，岡山県南部で今回初めて確認された種も存在

した．また，個体数の少ない種も複数確認された．

今後も継続的に湿地環境を保護し，環境整備をする

ことが，これらの水生昆虫を保護することに繋がる

と考えられる．
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要約

おもちゃ王国(岡山県玉野市)にある湿生植物学

習センターの人工湿地で，水生昆虫相の調査を行っ

た．調査は2018年５月から2019年１月までの間，２

週間に一回の間隔で行い，水中にいる昆虫と陸上に

いる水生昆虫の成虫を採集した．全体として７目71

種，27科の水生昆虫が同定され，このうち９種は環

境省レッドリストに記録されていた．岡山県レッド

リストで留意種に指定されているハッチョウトンボ

や，2014年におもちゃ王国湿生植物園で，初めて岡

山県下での生息が記録されたベニイトトンボも確

認された．ヒメコガシラミズムシはこれまで岡山

県南部での記録がなく，本調査による記録が初記録

となる．
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Ｃ
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中
の
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と
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定
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の
結
果
を
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Ｂ
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は
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中
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の
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．
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人工湿地の水生昆虫
表
１
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集
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，
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集
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生
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(2019年12月３日受理)
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